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研究成果の概要（和文）：訪問歯科診療における要介護高齢者等の口腔管理を、より実践的に疑似体験できる、
コンピュータシミュレーション教材を複数開発し、eラーニングシステム上で歯学部学生・歯科衛生士養成機関
学生・臨床研修歯科医・医学部学生に広く活用して、評価を得た。その結果、同システムが、歯科衛生学生のみ
ならず、他の医療系学生教育にも有効であることが示唆された。また、本学歯学部附属病院の歯科衛生士総合研
修センターでも、卒後の歯科衛生士を対象とした復職支援の研修用教材として活用でき、歯科衛生士に対する卒
後・復職支援教育に応用可能であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Computer-assisted learning materials were developed for the students to 
experience oral management of elderly people requiring house call dentistry more practically. These 
were widely used by dental students, dental hygiene students, medical students and dental residents.
 Results of a questionnaire from the learners suggested that the learning system was effective not 
only for dental hygiene students but also for other health science professionals. Furthermore, we 
conducted training with the materials at the Dental Hygienist Professional Development Center of our
 university hospital. The results from these studies suggested that both the e-learning system 
itself and the materials were applicable to support the education of postgraduate dental hygienists 
and those planning to reinstate.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、訪問歯科診療の現場で遭遇するケースを疑似体験でき、臨床判断を体験できる要介護高齢者の口腔
管理（口腔ケア）に関連するシミュレーション教材を複数開発した。これらの教材を多くの学生等にeラーニン
グシステム上で活用して、開発した教育システムに対する評価を行ったところ、同システムが、歯科衛生学生の
みならず、他の医療系学生教育にも有効であることが示唆された。また、卒後の歯科衛生士を対象とした復職支
援の研修用教材としても活用できた。これらより、開発したeラーニング教育システムは、歯科衛生士の人材育
成・資質向上に役立つことが期待でき、他職種を含む医療系教育の質の向上と発展に寄与するものと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年、要介護高齢者の口腔管理の重要性が認識され、口腔ケアの専門家である歯科衛生士の人
材確保・育成は急務となっている。しかし、歯科衛生士養成校や、大学（口腔保健学科等）の教
育機関では、要介護者高齢者を想定した講義・実習は行われているものの、一般的な顎模型を使
って模型実習を行い、相互実習においても、学生同士の実習であるため、十分に学習できている
とは言えない。介護施設等での臨地実習においても、学生として経験し、実習できることには限
りがあるのが現状である。一方、歯科衛生士資格を有していても、未就業である歯科衛生士が非
常に多くいることが明らかになっており、これらの潜在歯科衛生士の復職支援は人材不足の解
決策の１つであると考えられる。現在、復職支援のための講習会やセミナーは数多く開催されて
いるが、その多くは決められた日時に会場に出向いて、1回あるいは数回にわたって実施される
形式である。要介護高齢者の口腔ケアに関しては、歯科以外の領域についても広範囲に学ぶ必要
があり、これを従来の講習会形式で網羅し、理解するのは困難である。学生教育においても、卒
後（潜在）歯科衛生士教育においても、ソフト・ハードの両面において、人材育成のための環境
が整っているとは言い難い。 
 要介護高齢者に対する介護は、医療・看護・在宅支援を含んだ多職種連携によってなされるも
のであり、切れ目なく、継続的に行われるべきものである。これらを学ぶため、医療系教育にお
いても、複数の学科での合同授業や PBLチュートリアル演習等についての報告はされているが、
要介護高齢者の口腔ケアや口腔管理を含んだ介護・医療の e ラーニングによる教育の報告はほ
とんどない。 
 
２．研究の目的 
 要介護高齢者への口腔ケア実習用教材や、訪問歯科診療での口腔ケアを含む口腔管理を疑似
体験できる eラーニング教材を開発して、歯科衛生学生の教育に活用し、さらに本システムが歯
科衛生士の「卒後教育」「復職支援」にどのような教育効果があるかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 平成 28 年度は、市販の口腔機能管理シミュレータを用いて、教材用のシナリオと素材（ビデ
オ・写真）を作成し、シミュレーション教材を開発し、歯学部（歯学科、口腔保健学科）学生に
活用して、教材とシミュレータの評価を行い、学習効果に関する客観的評価を行った。  
 平成 29 年度以降は、継続して教材の開発・評価を実施しながら、教材の活用と評価のため研
究対象者を拡大した。本学以外の歯科衛生学生への活用と評価を実施して、教育効果を検証した。
開発した教材を eラーニングシステムに組み込んで、歯科衛生士の卒後教育・復職支援のための
研修教材として活用した。 
 
４．研究成果 
平成 28 年度 
(1)要介護高齢者を想定した口腔内、体型を再現できるような市販の口腔機能管理シミュレータ
を用いて、シナリオを作成し、教材用ビデオを作成した。その他の素材（写真・説明イラスト）
と組み合わせて、「要介護高齢者の口腔ケア入門」教材を開発した。 
(2)開発した教材を歯学部口腔保健学科口腔保健衛生学専攻 2年生の「臨床口腔保健衛生基礎学」
授業において活用した。教材実習終了後、質問調査による教材の評価を行ったところ、2年生全
員が教材の学習内容は将来役に立つと回答し、自由記述でも肯定的な評価を得た。さらに、全学
科学生（医学科、歯学科、口腔保健学科、保健衛生学科、看護学科）・他大学学生（医療/福祉系）
を対象とした合同授業「チーム医療入門」においても予習用教材として活用した。 
 
平成 29 年度 
(1)「要介護高齢者の口腔ケア入門教材」の更新を行い、前年度と同様に合同授業「チーム医療
入門」において活用した。また、新たに、歯科衛生学生（歯科衛生士養成機関）を対象に、病院
見学実習の一環としてシミュレーション教材実習を実施した。教材に対する学生の評価は概ね
高かった。さらに、本学歯学部附属病院の歯科衛生士総合研修センターの eラーニング教材とし
て採用され、受講生（復職希望の歯科衛生士や新人歯科衛生士）に活用された。 
(2)前年度の実施（多職種連携合同授業「チーム医療入門」に活用したうち、歯学部口腔保健衛
生学専攻 4 年生に対する評価結果と、同専攻 2 年生を対象に授業の一環として活用した評価結
果）について、The 39th Asia Pacific Dental Congress (APDC)にてポスター発表を行った。 
 
平成 30 年度 
(1)口腔粘膜疾患系教材の開発を進めた。「要介護高齢者の口腔ケア入門教材」を英語版教材とし
て完成させた。 
(2)前年度と同様に、合同授業「チーム医療入門」、歯科衛生学生（歯科衛生士養成機関）を対象
とした「シミュレーション教材実習」において活用、評価した。引き続き、本学歯学部附属病院
の歯科衛生士総合研修センターの eラーニング教材として採用され、受講生（復職希望の歯科衛
生士や新人歯科衛生士）の研修に活用された。 



令和元年度 
(1)【口腔外科系教材】「口腔粘膜疾患の診かた」教材、【摂食嚥下系教材】「反復唾液嚥下テスト
（RSST）」、「液体嚥下造影検査」教材計 3本を完成させた。 
(2)新規に開発した教材も追加して、合同授業「チーム医療入門」、歯科衛生学生（歯科衛生士養
成機関）を対象とした「シミュレーション教材実習」において活用、評価した。さらに、新たに
2校の歯科衛生士養成機関の学生にも教材を活用し、教材評価も実施した。本学歯学部附属病院
の歯科衛生士総合研修センターの eラーニング教材として継続して採用され、受講生（復職希望
の歯科衛生士や新人歯科衛生士）の研修に活用された。 
(3)新規教材 3 本に関する活用と評価について、第 14 回医療系 e ラーニング全国交流会にて成
果報告を行った。 
  
【開発した教材例】  
口腔粘膜疾患の診かた：口腔外科系教材 
 要介護高齢者等の口腔ケア時に、患者の口腔内の異常に気付き、適切に対応できるよう、口腔
内写真を読み取る「視診」に重点を置き、より臨床に即した設問形式とした。口腔粘膜疾患の特
徴や見分け方について、注意すべき点等、実践的な内容とした。 



液体嚥下造影検査：摂食嚥下系教材 
 必要に応じて、正常液体嚥下検査の動画を繰り返し見直すことができ、嚥下の段階ごとに設問
を入れて、嚥下についてじっくりと見て、考えられる内容とした。 
 

【方法】 
開発した 3 本の教材を他の教材とともに、WebClass の複数のコースにアップロードして、学習
させた。教材学習後は、教材に対する評価について質問調査を行った。 
（対象）歯科衛生士学科 3年生：52 名 
（実施教材）口腔粘膜疾患の診かた 
 
（対象）歯学科 2年生：21名、医学科 2年生：52 名（計：73名） 
（実施教材）摂食嚥下機能評価（RSST） 、液体嚥下造影検査  



【評価結果】 
口腔粘膜疾患の診かた：歯科衛生学生 52名に試用したところ、「本教材に興味をもった」、「本教
材の内容は将来役立つ」、「本教材により他の講義や実習に対する興味が深まった」、「本教材と類
似の教材をもっとやりたい」、「本教材を使用した学習は継続的に実施すべきだ」、「本教材を使用
した学習により、自己学習する能力が身につく」、「本教材の操作性は、良かった」の項目におい
て、8 割以上の学生が肯定的に回答し、「本教材のレベルは簡単だ」という問いには、約 6 割の
学生が否定的な回答をした。 
 

 
摂食嚥下機能評価（RSST）、液体嚥下造影検査：歯学科 2年生、医学科 2年生、計 73 名から回答
を得た。実施科目の都合上、これら 2教材のみに限定した評価ではなく、科目として実施したシ
ミュレーション教材全体（合計 6本）に対する評価結果を得た。教材の良かった点を挙げてもら
う設問への自由記述の回答結果から、当該 2教材に関する記述を抽出すると、「動画を使った教
材(嚥下)は理解が難しく感じていたところだったので良かった」、「嚥下の際の喉頭蓋の動き、軟
口蓋の動きなどが分かりやすく理解が深まった」、「図や文章だけでは分かりにくいメカニズム
も動画で繰り返してみることが出来る」、「嚥下の動画は言葉で学ぶよりもとくにわかりやすく、
面白かった」等、こちらの教材作成のねらいを達成したことがうかがえるような意見がみられた。 
 
【まとめ】 
要介護高齢者の口腔管理について学習できるコンピュータシミュレーション教材を開発して、
歯学科学生・医学科学生・歯科衛生学生に試用したところ、高い評価を得た。特に「液体嚥下造
影検査」教材に関しては、教員より、大変有用な教材なので、さらに図や解説を追加して、介護・
医療系学生（多職種）教育に活用できる教材にするべきとの意見が寄せられ、現在、教材の更新
作業中である。今後は、引き続き新人歯科衛生士の研修や、復職希望者への研修等の教材として
活用するとともに、新規教材開発も進め、歯科衛生士に対する卒後・復職支援教育のための教育
システムを充実させていきたい。 
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